
群馬県連盟理事・役員&地区役員殿                       ２０１９年８月２９日 

                 団の運営と組織運営体制         新 藤 信 夫 

 スカウト教育の運営を行う単位を団といい、団は、スカウト教育を実施する隊と、団の運営に責任を持つ団委員会

で構成されております。団委員会は各隊の活動を支援し、活発化し、永続させるすべての責任を持ちます。 

スカウトの保護者の中から選任される団委員は、団全体の運営に参画しますが、時には特定の隊を担当するこ

ともあります。即ち、スカウト活動の推進者は、団運営の責任者である団委員長と、スカウト教育を実施する各隊の隊

長ですので、ご自分のミッション（使命・任務）を再度見直して推進、達成できるようにお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 資料の出典先 日本連盟発行「団運営と団委員会」＆ 平成３０年版 日本連盟規定集 を参照した。 

団委員会の任務 

＊団の運営に関すること、資産の管理や、財政的

なことに責任を持ち、スカウトや、指導者に対

する援助などを行う。 

１、団の存続を維持し発展させること。 

２、団の財政に関する責任。 

３、団の資産の管理。 

４、集会場・備品＆キャンプ等の実施の便宜提供。 

５、各隊指導者の訓練参加への支援。 

６、団内スカウトの進歩の促進。 

７、入隊団者管理と団の加盟登録に関する責任。 

８、団内スカウトの健康と安全に留意【ＳＦＨ】 

９、スカウト運動の主旨の普及 

０、団委員会は、必要な資料、記録を保存してお

く 

 

 

 

 

 

 

 

育成会 

所属する市町村で団を設立して、維持していく責任を

持つ育成会は、教育団体、宗教団体、社会奉仕団体や、

地域団体、企業などのほかスカウトたちの保護者で構

成することが多くなっております。 

＊ 育成会の任務は、団の育成発展を図ることで、資

金を確保することが育成会の大きな任務です。 

＊ 育成会の代表が団委員会のメンバーとして、団の

活動状況や、資金の状況などを把握する。 

＊ 育成会の役員＆定例会議 

＊ 育成会長・副会長・幹事などメンバー保護者全員 

＊ 育成会総会（保護者会）臨時会合、役員会など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

隊長＆副長の任務 

＊隊長及び副長など隊指導者は団委員会が任命する。 

＊各隊長は隊指導者の協力を得て隊活動の責任を持つ 

＊各隊長及び副長は、任務遂行のため、各種の指導者

訓練、研究会などに積極的に参加するよう努める。 

＊ ビーバー隊 ＆ カブ隊,隊長＆副長の任務 

１、プログラム会議の開催とプログラムの作成 

２、保護者との連絡と家庭内プログラムへの協力 

３、隊の集会と行事の主宰 

４、補助者 orデンリーダー,デンコーチの指導養成 

５、隊長は、副長や補助者の養成と指導に努める  

＊ ボーイ隊、隊長＆副長の任務 

１、隊長は、隊内の訓練＆運営は可能な限り班長会

議に任せ,任務遂行させる為班長を訓練する。 

２、隊長は、副長＆副長補の養成と指導に努める。 

＊ ベンチャー隊、隊長＆副長の任務 

１、隊長は、隊内の訓練及び運営に関することは隊

運営会議にゆだね、任務遂行のため議長とスタ

ッフなどの訓練と指導を行う。 

 

 

 

 

団会議 

＊ 団会議については、団の訓育＆教育に関すること

を協議推進するため団委員長が、各隊の隊長、副

長達と団内の調整会議を開催する。 

１、団内の各隊がむらなく進展しているかを確認する。 

２、各隊のプログラム、行事などの調整を行う 

３、服装、進歩、ちかい，おきての基準維持について 

４、各隊の予算と支出の対比処置（納入状況と使用状況） 

５、育成会,団委員会との関連事項＆指導者の研修状況 

６、スカウトの保護者との関連事項の確認 

７、地区委員会、地区協議会との関連事項など  

 

 

 

 

５Ｗ１Ｈの必要性 

１、いつ、 （Ｗｈｅｎ） 時間、着手、完成時期、定

期 

２、どこで、（Ｗｈｅｒｅ）場所、屋内外、国内外 

３、だれが、（Ｗｈｏ）   だれと、顧客、単数、協力者 

４、なにを, (Ｗｈａｔ） 仕事の目的、内容、数量、 

５、なぜ、 （Ｗｈｙ）    行う目的,ねらい、理由 

６、どの様に,（Ｈｏｗ） 方法論、手段、テクニック 

＊一般的にスカウト活動のプログラムや、行事などを見ると,

いつ、どこで、何を，は書かれているが「何のために」がない。 

 


